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千葉市感染症発生動向調査情報　

１　定点報告対象疾患（五類感染症）
2019年 第41週 (10/7-10/13) の発生は？

下段：定点当たりの患者数

小児科

眼科

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
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5

報告のあった定点数

基幹定点
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39週

上段：患者数

「定点当たりの患者数」とは
報告患者数/報告定点数。
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２　全数報告対象疾患（9件）

※　（）内は2019年の累積件数。但し、累積件数は速報値であり、データが随時訂正されるため変化します。

1件（13）、急性脳炎1件（13）、クロイツフェルト・ヤコブ病1件（2）、梅毒2件（29）、百日咳1件（126）

クラミジア肺炎
（オウム病を除く）

★★：流行中　　★：やや流行中　　◎：増加　　○:やや増加　　→：変化なし　　↓：やや減少　　↓↓：減少
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診断（検査）方法病名

高熱及び中枢神経症状急性脳炎

クロイツフェルト・ヤコブ病 臨床症状及び脳波検査等

結核1件（135）、腸管出血性大腸菌感染症2件（16）、カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症
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病原体の分離･同定
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20歳代 病原体等の検出結核

カルバペネム耐性
腸内細菌科
細菌感染症

女性



　全国レベルの第40週の定点当たりの報告数は0.99となり、過去10年の同時期と比べるとほぼ平均レベルとなっていま
す。都道府県別では沖縄県、鹿児島県、福岡県の順で多く報告されています。千葉県の定点当たりの報告数は0.65で、
全国レベルと比べると少なめとなっています。千葉市では第36週に流行開始の目安とされる1.00を上回った後第38週以
降は減少し続けており、第41週は前週より減少し0.37となりましたが、過去10年の同時期と比べると2009年のパンデミッ
クを除いて最多のままとなっています。区別の発生状況は、緑区（0.8/定点）で最多で、同区の2歳、10歳代前半、30歳
代及び60歳代で発生報告があり、一年代当たりでは2歳で最も多く発生報告がありました。今シーズンである2019年第
36週から第41週までの累積報告数は150件で、性別では男性が58.0％（87名）、女性が42.0％（63名）となっており、年齢
階級別では4歳（13.3％：20名）、3歳（11.3％：17名）、2歳（10.0％：15名）の順で多くなっており、20歳未満は全体の
80.7％、10歳未満は全体の61.3％となっています。

＜インフルエンザ＞

■　トピック　■

＜感染性胃腸炎＞
　全国レベルの第40週の定点当たりの報告数は3.10で、過去10年の同時期と比べるとほぼ平均レベルとなっています。
都道府県別では大分県、熊本県、福岡県の順で多く報告されています。千葉県の定点当たりの報告数は2.54で、全国レ
ベルと比べると少なめとなっています。千葉市の第41週は、前週より減少して2.50となり、過去10年の同時期と比べると
少なめとなっています。例年の発生動向によると、今後増加する傾向となっています。区別の発生状況は、若葉区（6.5/
定点）で最多で、同区の1歳で最も多く発生報告がありました。若葉区は、過去10年の同時期と比べると、年頭から高い
水準で推移しています。今シーズンである2019年第1週から第41週までの累積報告数は335件で、性別では男性が
61.8％（207名）、女性が38.2％（128名）となっており、年齢階級別では1歳（23.9％：80名）、2歳（13.4％：45名）、6-11か月
（9.6％：32名）の順で多くなっています。

＜流行性角結膜炎＞
　全国レベルの第40週の定点当たりの報告数は0.80となり、過去10年の同時期と比べると多めとなっています。都道府
県別では熊本県、鹿児島県、愛媛県の順で多く報告されています。千葉県の定点当たりの報告数は0.94で、全国レベル
と比べるとやや多めとなっています。千葉市の第41週は前週より減少し1.40となりましたが、過去10年の同時期と比べる
と多いままとなっています。区別の発生状況は、美浜区（7.0/定点）で最多で、同区の30歳代及び60歳代で最も多く発生
報告がありました。2019年第1週から第41週までの累積報告数は134件で、性別では男性が58.2％（78名）、女性が
41.8％（56名）となっており、年齢階級別では30歳代（23.1％：31名）、40歳代（15.7％：21名）、20歳代（10.4％：14名）の順
で多くなっています。

定点当たり報告数　第41週のコメント

＜流行性角結膜炎＞前週より減少し1.40となったが、過去10年の同時期と比べると多い。
＜感染性胃腸炎＞前週より減少し2.50となった。過去10年の同時期と比べると少なめ。例年の発生動向によると、今後
増加する傾向。
＜インフルエンザ＞第38週から連続して減少しており、0.37となった。過去10年の同時期と比べると2009年のパンデミッ
クを除き最多のまま。


